
◎　第６ステージ　◎

いよいよ虫歯０達成へ～そのための応援と推進加速ステージ

おめでとうございます、とうとう最終ステージにやってきました。

この講座をマスターし実行、継続して注意事項を

まもっていただければ

多くのお子様は虫歯菌に感染せずに一生虫歯しらずの元気で幸せな

生活、豊かな人生がおくれると期待しています。

しかし虫歯菌感染＝虫歯発生ではありませんので、もし感染したとしても

けっしてあきらめないでください。

というのも今現在この感染防止プログラムは作成したばかりで

まだ一般にあまり知れわたっていないため、

現実的に虫歯菌にまったく感染していない子は２０才時点で数％です。

現状では虫歯菌に感染しているのが普通です。

それをかえていこうというのがこの講座の目的です。

この最終ステージではプログラム実行、継続のポイントそして、

もし感染した場合の注意点などについてご説明します。
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■１　実践と継続を！

第５ステージまでに学んだ知識を生かしてこれから末永く実践していってください。

それを毎日くりかえしごく自然に、無意識に

習慣としてできるまで継続することが成功の秘訣です。

最初のうちはわすれたり、おくれたりすると思います。

でもそれは気にする必要はありません。

ずっと続けられるかどうかで赤ちゃんへの感染予防の成否が決まるからです。

途中でやめるくらいなら初めからしないほうがいいかもしれません。

全くしないよりは１年でもとり組めば効果はあると思いますが

お子さんが３才になるまでは対策をつづけてみてください。

この部分はきびしい表現していますが、赤ちゃんの一生を大きく左右する

大切な３年ほどの期間ですのでぜひ続けて

赤ちゃんにすばらしい歯、健康な体、しあわせな人生をプレゼントしてあげてください。

感染をふせぐのは今このタイミングしかありません。

一生の宝ともいえる貴重な虫歯しらずの歯という財産を

ぜひお子さまにおくってあげてください。

そのために必要なのが「まさに継続は力なり」というつづける習慣なのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

■２　長期的な視点で

さきほどの項ともだぶりますが少しぐらいの忘れやおくれは気にしないでください。

長い目でみて長期的に考えてください。

なにしろ一生虫歯なしを念頭においていますから、少々の忘れなどは問題ないです。
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■３　感染した場合における虫歯発生の防止

さて何度も言っておりますが虫歯菌の感染は即、虫歯の発生ではありません。

この点をしっかり理解してください。

虫歯菌に感染したからといってそれは失敗したのではなく、

ムダになったわけではありません。

このプログラムを実行したにもかかわらず感染する子は少数ではありますが

必ず出てくるはずです。

それを０にできればいいですがやはり不可能でしょう。

 
しかし

対策を何もしないで虫歯菌に感染したのと

プログラムを実行してから感染したのでは同じ感染であっても

その内容は大きくちがいます。

それは以下の３つの点です。

①感染時期を遅らせる。

②虫歯菌の質が改善している。

③リスクがコントールできている。 
 
この３つを順番に説明します。
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①感染時期がおそい

　これは対策しない場合よりも感染がおくれることを意味します。

対策しなければ、はやければ生後６ヶ月ぐらいから感染する子がでてきます。

もし早期に感染すればとても虫歯になりやすい状態になります。

１才前に感染すればおそらく２才の時には虫歯になるでしょう。

２才前に感染すれば３才で虫歯になるでしょう。

プログラムを実行された赤ちゃんは少なくとも２才前の早期の感染はないはずです。

もし感染するとしても２才以降でしょう。したがって対策した場合はもし感染しても

時期がおそくなるので  虫歯の発生もおこりにくい  のです。

②虫歯菌の質が改善している

プログラム実行によりおかあさんの虫歯菌の質が改善しているはずですから

もし感染しても虫歯になりやすいタイプの菌ではありません。

すなわち虫歯になりにくいタイプの菌が感染したことになります。

同じ感染といっても通常の感染状態とはその内容が全くちがうのです。

絶対虫歯にならないとはいえませんが虫歯菌の改善の結果

ふつうの子よりもなりにくいことは間違いありません。

もちろんしあげみがきできれいに口の中をたもってください。

みがきやすい歯垢になっているはずですから毎日のケアーもらくになります。

③虫歯リスクがコントロールできる

もし感染した場合は

このプログラムのお母さんのパート＝プログラムⅠをそのまま、

歯がはえたお子さんに実践してもらうことでお子さんの虫歯コントロールができます。

つまりおかあさん、おとうさんに使った方法を少しアレンジしてお子さんにアプローチ

することで虫歯の発生をとめることができます。

おかあさん、おとうさんが虫歯菌をもっていてもリスクコントロールできるように、

お子さんに対してはさらにじゅうぶんコントロール可能で、虫歯０も達成可能なのです。

以上のようにもしプログラム実行したにもかかわらず感染した場合も

決してムダになったわけではなく実行しなかったときよりも格段に虫歯になりにくい

状況を獲得できていますからくれぐれも気落ちされないでください。
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■４　達成したイメージ、喜び、感動

　感染予防に成功したときの達成イメージをいま一度えがいてみてください。

イメージでえられる、お母さんとお父さんの喜びと感動が

赤ちゃんへふりそそぐ力となり成功させるパワーがアップします。

イメージの力はとても強力です。大丈夫きっとうまくいきます。

自信と情熱をもって取り組んでください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■５　実践上の注意点をもう一度

　最後にもう一度注意点を申し上げます。
 
テキスト本文の中ですこしぐらい理解しにくい部分、

理解できない部分があってもかまいません。

最終的には日々の対策実行と、継続がすべてです。

読んで理解しただけでは意味がありません。

理解できないところがあっても対策プランを実行しそれを続ければかならず効果がでます。

キシリトールガム、キシリトールチョコレートの力は強力なサポーターです。

その力を上手に使ってない人がほとんどです。

ただガムをかめばいいと思っていたら大まちがいです。

ガムをかむときのポイント、ガム選びの注意点はすでにキシリトールのところで

説明していますからそちらをもう一度確認してください。

いまは各メーカーから多くのキシリトールガムが販売されています。

本当によいものを選び、最大限の力が引き出せるよう効果的に利用してください。

１００％キシリトールガムがやはりベストの選択です。

しばらくつづけて虫歯菌が改善した後はリカルデント、ポスカムなどでもいいでしょう。
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■６　楽しみながら達成する

　このプログラムを実行するには根性は必要ありません。

自分の虫歯の予防、歯を守ることにもなるのでぜひ実行過程そのものを

楽しんでください。

さいわいにもキシリトールガム、チョコは甘くておいしいので無理なく続けられるはずです。

にがい薬などとはちがって甘くておいしいのにそれが効いてくれるのです。

良薬でも口においしいのです。

ぜひ甘いガムやチョコレートをゆっくり楽しみながら同時に自分の虫歯を予防しながら

赤ちゃんへの感染を防いであげてください。

感染対策の実行でえられるたくさんの２次的メリットを思い出してください。
 
 
 
 
最後におかあさん、おとうさん、そしてあかちゃんへわたしからのメッセージ
 
を贈ります。
 
お母様、お父様へ、どうぞこのプログラムをじゅうぶんに活用してご自身の歯を
 
まもりながら、さらに赤ちゃんへの感染防止にも成功してください。
 
きっと上手くいきます。あなた方はとても意識の高いすぐれた感性の持ち主です。
 
ご家族いっしょに健康でしあわせになれるように自信をもって取りくんで
 
続けてください。かならずご家庭の歯医者さんになれると確信しています。
 
 
 



 
 
赤ちゃんへ

あなたはえらばれた存在です。とてもしあわせな星にみちびかれています。

虫歯しらずのすばらしい歯が贈られるのです。ご両親に感謝することを忘れずに

一生自分の歯でたべれるようにずっとたいせつに歯と体を維持してください。

とても健康意識のたかい素敵なご両親にめぐまれて本当によかったですね。

 
 
 
 
それでは最後になりましたが、みなさまご家族のご発展とご健康、

そして赤ちゃんへの虫歯菌の感染予防の成功をこころよりお祈りしています。

今回のご縁、出会いに感謝しております。

このたびは最後までお読みくださって本当にありがとうございました。
 
ぜひ当院をご家族全員の健康増進のために上手にご利用ください。
 
予防を基本としてさまざまな面でサポートできると思います。
 
 
 
 
 

～すべては大切な歯を守るために ～
 
 

          http://www.asdc.jp/　　　　　　
 
 
 
                                      ２０１０年　６月１８日　　　　　

　　　　　　　　　　あしやスマイル歯科・矯正歯科　院長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇本　安雅
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